
甲南中学校区における

「市長と語る会」発言に対する対応方針

〔 開 催 概 要 〕

日時：令和３年１１月２２日（月）１８：００～１９：００

場所：中洲小学校

鹿児島市 市民協働課

令和４年１月



（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局

1 ＮＰＯ法人
心のバリア
フリー仲間

① 東京2020パラリンピック競技大
会の開催により、かなりバリアフ
リーへの関心が高まっているよう
に感じている。2023年に開催され
る燃ゆる感動かごしま大会で手助
けが必要な際には是非、経験豊か
な「NPO法人 心のバリアフリー仲
間」に声をかけていただきたい。
10年以上心のバリアフリーを推進
する活動を行っているノウハウを
活かすことができればと考えてい
る。

① 　観光の面でもユニバーサルツーリズムを推進し
ていきたいと思っている。その中で2023年全国障
害者スポーツ大会が、より障害者の方々に対する
理解、心の距離を縮める大きな契機になると考え
ている。
　いただいた提案は非常にありがたい。全国障害
者スポーツ大会は県の方が事務局となっているた
め、おつなぎしたい。

観光交流
局

【観光交流局】
　市長回答のとおり。
　県全国障害者スポーツ大会課へ、
提案内容を12/15にお伝えした。

2 中洲校区
コミュニ
ティ協議会

② 中洲校区は生活環境が整ってい
る地域ではあるが、マンションも
増えて近所付き合いが希薄化しつ
つあるのも事実である。その中で
「孤立死、孤独死」を心配してい
る。孤立死、孤独死を少しでもな
くすために、どのように取り組め
ばよいか自分たちも考えていると
ころである。「孤立死、孤独死」
の定義やどのような取組み、対応
が必要か、市長のお考えをききた
い。

② 　孤立死、孤独死の定義について、本市では「一
人暮らしで誰にも看取られずに亡くなり、亡く
なってから二日以上経って発見され、市が把握し
たもの」としている。
　孤立死、孤独死を防ぐために、一人暮らしの高
齢者や障害者の世帯の方々が緊急通報できること
が重要であるので、安心通報システム設置事業を
行っている。
　また、見る目を増やすことが重要だと考えてい
る。そこで民生委員による見守りサポートの支援
や訪問給食事業、民間事業所との連携協定などを
進めている。民間業者との連携では、南日本新
聞、リビング新聞社、鹿児島相互信用金庫と実際
に連携協定を結んでおり、これからもこういった
連携協定を進めていきながら、高齢者の方々が孤
立することのないよう、市としてもできる限りの
取組を進めていきたいと考えている。

健康福祉
局

【健康福祉局】
　市長回答のとおり。

発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等
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（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

3 甲南地区
町内会連
絡協議会

③ マンションの町内会費の徴収につ
いて、居留守をされるなどの理由か
ら、班長での集金は無理だという現
状がある。

現在一部の不動産業者の協力を得
ているが、その額が年間300万円の
町内会費の２割を占めている。これ
がなければ、思うように町内会の活
動を行っていくことは無理である。

聞いた話では福岡では９０％以
上、代理徴収を行っているそうだ。
一昨年福岡に調査に行った職員から
「福岡では行政がやっているのでは
なく、不動産協会の会長が指示を出
してやっている」との報告を受け
た。私たち町内会が不動産協会にお
願いしても難しいため、行政から不
動産協会に働きかけを行って欲し
い。

③ 　マンションの町内会費徴収について、福岡市を
はじめ、他都市の先進事例を研究してまいりた
い。不動産協会の協力が必要不可欠であると思う
ので、民間の協会、事業者の協力が得られるよう
取り組んでいきたい。
　どの町内会も運営の様々なところで苦労されて
おり、それが重くなればなるほど運営のなり手が
いないという問題が出てくると思う。町内会で配
付していただく文書の絞り込み、町内会費におけ
るキャッシュレス決済の導入等、負担軽減のため
の検討を行っていきたい。

市民局 【市民局】
　市長回答のとおり。

4 荒田校区
コミュニ
ティ協議会

④ 　地域福祉館が荒田小校区内にはな
く、最寄りは甲南福祉館又は八幡福
祉館であり、校区内の住民としては
身近に利用することができない状況
である。避難所として利用したくて
も遠いため避難をためらってしま
う。
　また、荒田校区内には、鹿児島女
子短期大学や各種専門学校が複数あ
るほか、鹿児島大学が近接してお
り、地域活動に学生が関わる機会の
創出にも取り組んでいることから、
若い世代と地域住民の幅広い世代が
交流できる場、交流の拠点として校
区内に地域福祉館を整備していただ
きたい。 地域コミュニティの維
持・活性化のためには、このような
活動拠点が不可欠である。
　なお、整備箇所として県知事公舎
の隣地の空き地を活用していただき
たい。

④ 　地域福祉館は中学校区に1つという整備方針で、
市内に41館を整備している。甲南中学校区には甲
南福祉館が整備されていることから、あらたな整
備計画はないところである。
　避難所については、第一避難所である八幡福祉
館のほか、第二避難所である鹿児島大学（第2体育
館）や荒田小学校、八幡小学校が指定されている
ので、こちらを利用していただきたい。
　今後の地域コミュニティの拠点としての利用に
ついては、財政的な課題もあることから、この地
域であればサンエールかごしまなど既存の公共施
設をご利用いただきたい。
　県知事公舎隣地については、県管財課に確認し
たところ、使用は難しいとのことである。

危機管理
局

市民局

健康福祉
局

【危機管理局】【市民局】【健康福
祉局】
　市長回答のとおり。
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（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

5 鹿児島女
子短期大
学観光研
究サーク
ル

⑤ 　若者流出率が鹿児島県は高いと言
われている。実際私たちの身の回り
でも、進学・就職で県外に行った人
たちがいる。それは、若者が楽しめ
る場所がない、新しいものがないと
いうことが原因になっていると考え
ている。なぜ、鹿児島の若者は県外
に流出するのか、どのように認識さ
れているか教えていただきたい。

⑤ 　若者の県外流出については大きく仕事・子育
て・エンタメの3つの原因があると考えている。
　そのために、まずは鹿児島に稼げる仕事をつく
る。これにより、働きたい若者が鹿児島に残るこ
とができる。市外・県外、国外から稼ぐことが重
要になるので観光・ITを軸に稼げる仕事をつくっ
ていきたい。
　第二には教育のレベルを上げることだと考えて
いる。もっとITを活用して、鹿児島にいても東京
と遜色ない、もしくはそれ以上の教育を提供でき
る環境をつくっていきたい。
　第三には、エンタメの部分だと思っている。ユ
ナイテッドやレブナイズといった地元のプロス
ポーツチームを普段から見に行ける楽しみをつ
くっていきたい。
　これらをそろえて、鹿児島に残りたい若者が残
れる、いったん外に出た方が帰ってきたい、帰っ
て来られる環境を作っていきたいと考えている。

産業局

観光交流
局

教育委員
会

【産業局】【教育委員会】
　市長回答のとおり。

【観光交流局】
　実行委員会の活動において、引き
続きホームゲームの集客を集めるた
めの取り組みや選手強化や育成に繋
がる練習場の整備を間接的に行い、
新規のファン獲得やチーム強化を支
援していく。
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（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

6 荒田校区
コミュニ
ティ協議会

⑥ 　地域コミュニティの維持・活性化
のためには、町内会活動をはじめ、
おやじの会を含む学校ＰＴＡ活動、
あいご会活動、コミュニティ協議会
活動などを展開していく必要がある
が、地域においては、その担い手確
保にたいへん苦慮している。
　ついては、市職員においては、町
内会への加入は当然のことと思われ
るが、地域活動への参加はもとよ
り、役員を担う等の積極的な姿勢を
求めたい。
そもそも市職員も市民である。是非
とも、市職員の地域活動への積極的
参加を、ただ働きかけるだけでな
く、実感できるかたちで進めていた
だきたい。
　ぜひ介護休暇などのように、町内
会活動休暇のような制度面を整備い
ただき、働きかけをおこなってほし
い。

⑥ 　市の職員が率先して地域活動を担うべきという
のは私も考えている。職員へ向けた講話の際に
も、ぜひ民間の方々と語る場をしっかりと持つよ
うに話をしている。これからいろいろな課題を解
決していくうえでは、市役所だけでなく、民間の
方々と連携して解決していく必要がある。そのた
めには民間の方々がどうすれば動きやすいのか、
動きたいと思うのかを知る必要がある。
　市では町内会の役員などの活動に対する休暇制
度を設けており、来年度からはより使いやすくす
るために時間単位での取得を認める方向で検討し
ているところである。市職員に制度の紹介を含
め、取得を推奨していきたいと思う。

総務局

市民局

【総務局】
　市長回答のとおり。

【市民局】
　市職員も市政に携わる一員とし
て、また、地域社会の一員として、
町内会活動に率先して参加するよう
要請する。
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（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

7 中洲校区
コミュニ
ティ協議会

⑦ 東京オリンピックでの選手の活躍も
あり、鹿児島市の小学生もスケート
ボードに興味を示す児童が増えてき
た。しかし、一般の公園のベンチや
手すり等で練習をしており、近隣の
住民からは騒音の問題、公園を利用
している市民から「危ない」などの
苦情もあがっている。中洲校区で
は、共研公園や上荒田の杜公園等が
その対象となっている。
　共研公園でいえば、公園の一部に
テニスコートがあるように現存する
公園の一部を改修することで低予算
で様々な問題を解決できるのではな
いか、と考えている。

⑦ 　スケートボードの練習環境については、既存の
共研公園などについてはどうしても子供から高齢
者まで幅広い世代の方々に利用いただけるよう整
備しているため、特定の用途、特定の方々のため
の整備は難しいと考えている。現在たとえば中央
公園、祇園之洲公園においては午後9時までと利用
を制限している。
　スケートボードに関しては利用者の方々の中
で、どうすれば自分たちの練習会場の確保と、周
囲の利用者の方々との調和がとれるのか。そう
いったことを考える機会を持ってもらいたいと考
えている。競技人口などを勘案しながら、今後検
討を進めていきたいと思っている。

観光交流
局

建設局

【観光交流局】
　東京オリンピックでスケートボー
ドが正式種目に採用され、１０代の
選手の活躍により、多数のメダルを
獲得したことで、今後、競技人口の
増加が期待されるところであり、本
市としても、スポーツを通じたまち
づくりを進めていく中で、施設の整
備の必要性を含め、引き続き検討を
進める。

【建設局】
　市長回答のとおり。

8 ＮＰＯ法人
心のバリア
フリー仲間

⑧ 　放課後児童支援員の免許取得の講
習のなかで「職員は準公務員的な扱
いを受ける」との話があり、給与面
等も説明を受ける。鹿児島市の補助
金について以前市に確認してもらっ
たところ、ほかの市、県と比べて非
常に低かった。
　天文館で40人規模の児童クラブを
設置するためには70㎡が必要である
が、一律の家賃補助では足りない。
　市として支援をしてもらえると、
もう少し運営も質も高まるのではな
いか。児童クラブにも正規職員が配
置され、責任ある保育ができる環境
整備を子どもたちのためにしてあげ
たいと思っている。

⑧ 　支援員の処遇については、市の単独ではなく、
県・国の補助事業であったと思う。県・国の算定
等を調査のうえ、ご報告したい。
　地域に応じた家賃については報告を受けたい。

こども未
来局

【こども未来局】
　国の補助基準や他都市の状況等を
踏まえ、運営の質の向上や支援員の
処遇改善、保護者軽減のため、補助
制度の見直しについて、検討を行っ
てまいりたい。

6/9



（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

9 鹿児島女
子短期大
学観光研
究サーク
ル

⑨ 　学外活動の一環で、観光者の目線
に立って実際に観光地を巡るという
活動を行った。実際に仙厳園や桜島
を訪れて、鹿児島の観光地には素晴
らしいところがあるなと再確認した
が、鹿児島に住んでいる若者が鹿児
島の魅力に気づいていないと考えて
いる。観光場所を宣伝するため、鹿
児島の魅力を再認識するために、ど
のように観光を盛り上げていくと考
えているか。

⑨ 　観光というのは地域の魅力をいかにお金に換え
ていくかだと思っている。なかでも重要だと考え
ているのは体験系のプログラムである。この数年
間はまずは鹿児島市民のみなさんに体験してもら
いながら、意見を聞いて、より良い体験型の商品
をつくっていき、インバウンドが復活した時には
利用してもらう。そのように取り組んでいく必要
があると考えている。
　鹿児島市では、アクティビティや観光イベン
ト、体験などをお試しで体験できるクーポン券を
発行し、割安で体験していただきフィードバック
をもらう。そしてブラッシュアップしてよりお金
がとれるプログラムに仕上げていくということを
やっているので、ご利用いただきたい。モニター
ツアーも実施しているのでさらなる充実をはかっ
ていきたい。
　鹿児島に住んでいる我々が鹿児島の魅力を知る
ことが重要だと思う。今SNSの時代でもあるので楽
しみながら発信していく、県外に出た人が周りの
人に語ることで鹿児島のセールスマンになっても
らう。そのためにはなんといっても鹿児島のアク
ティビティを体験してもらうことが重要であるの
で、ぜひいろいろ体験して鹿児島の魅力に触れて
いただきたいと思う。

観光交流
局

【観光交流局】
　市長回答のとおり。
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（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

10 中洲校区
コミュニ
ティ協議会

⑩ 　中洲校区においては、交通渋滞が
激しくなっている。
　主要道路のみならず、渋滞を避け
ようと裏道への車両の増加が顕著に
表れている。みずほ通りなどは、一
番早くに自転車専用道路を設置し環
境に配慮した街づくりを推し進めて
きた経緯がある。
　今後の道路環境整備の在り方を市
長はどのように考えているのか。
　また、表道路だけではなく、渋滞
を迂回する裏道路の交通量も調査対
象に加えていただき、地域住民が安
心して通行できる道路環境に活かし
ていただきたいと思うが、そのお考
えをお尋ねする。

⑩ 　東西幹線道路は鹿児島全体の渋滞を解消するた
めに非常に重要な道路であり、私も東京に要望活
動に行ってきたところである。一刻も早い完成に
向けて、私も全力を尽くしていきたい。
　ご指摘のとおり、しばらくの間この工事による
渋滞、また渋滞回避のために裏道路や生活道路の
利用が出てきていることも課題だと思っている。
要望のあった渋滞を回避する手段として使用され
ている道路については、安心安全に利用できるこ
とが大切であるので、具体的にご指摘いただきま
したら、交通量調査の対象に加え、必要な対応を
検討していきたいと思う。

建設局 【建設局】
　市長回答のとおり。
　上荒田５号線及び国鉄車両管理所
前線の交通量調査を今年度中に実施
し、今後の交通推移を確認するとと
もに、必要に応じて交通安全対策を
検討してまいりたい。
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（別紙）発言要旨

番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

11 ＮＰＯ法人
心のバリア
フリー仲間

⑪ 　中央駅とキャンセビルをつなぐ地
下道を車いすの方などがよく利用さ
れる。あの地下道がもっと華やかで
歩いていて楽しいところになってほ
しいと考えている。
　現在、市街地まちづくり推進課と
一緒に地下道広告を提案している。
また、もし可能であればマルシェな
ども開くことができれば、利用者が
より多くなるのではないか。
　市長は地下道についてどうお考え
かお聞きしたい。

⑪ 　まずは所有について確認したい。
　ご指摘があったことを踏まえ、私の方でも今後
考えてみたいと思う。

建設局 【建設局】
　所有については、県道地下部分が
鹿児島県、アミュプラザ接続部分が
ＪＲ九州、駅前広場地下部分が鹿児
島市の所有である。
　地下道広告については、3年12月
の中央駅地下通路における民間広告
社会実験の市民アンケートで、民間
広告に対する市民の一定の理解が得
られれば、まちづくり団体がまちづ
くり活動の財源を確保するため、同
通路で広告事業を実施する準備を進
めてまいりたい。
　なお、マルシェなどの開催につい
ては、東口駅前広場地下通路はイベ
ント広場ではなく、歩行者専用通路
であるため、利用者が増えると交差
する方々の円滑な通行に支障が出る
恐れがある。また、人混みにより通
行が停滞し将棋倒しなどの事故が発
生する恐れもあることから、マル
シェなど集客を目的とした催しを開
くことはできないところである。
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